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	応用
	抗原情報
	背景
	透明帯は、卵母細胞と初期胚を取り囲む細胞外マトリックスです。主に3～4種類の糖タンパク質から構成され、受精から着床前発達まで様々な機能を有します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、透明帯の構造的完全性を確保します。この遺伝子の変異は、卵母細胞成熟障害や不妊症の原因となります。[RefSeq提供、2014年5月],ドメイン：ZPドメインは、ZPタンパク質の重合に関与し、透明帯を形成します。,機能：哺乳類の透明帯は、種特異的な精子結合、先体反応の誘導、受精後の多精子受精の防止に関与しており、ZP1、ZP2、ZP3、ZP4という3～4種類の糖タンパク質から構成されています。 ZP1は透明帯の構造的完全性を確保する。,PTM:O-グリコシル化されている。,PTM:膜貫通セグメントの前でタンパク質分解的に切断され、透明帯に組み込まれた分泌型の細胞外ドメインを生成する。,類似性:ZPドメインファミリーに属します。ZPBサブファミリーに属します。,類似性:1つのP型（三つ葉型）ドメインを含みます。,類似性:1つのZPドメインを含みます。,サブユニット:ZP2とZP3のポリマーが長いフィラメントを形成し、ZP1ホモ二量体によって架橋されています。,組織特異性:卵母細胞。,
	研究分野
	発生生物学; 生殖; 受精; 生殖細胞マーカー
	画像データ
	

	ZP1抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ZP1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ZP1ポリクローナル抗体を用いたLOVO細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

